
令和７年度 学校教育目標及び学校経営方針 

上尾市立南中学校長 

 

１ 学校教育目標 

 

 

 

 

（１）学校教育目標について 

本校生徒が志を立て、自校に誇りと愛校心をもち、社会を支える人間として頼もしく成長することを

願い、知徳体のバランスのとれた教育活動を展開するものである。 

◆ 志高く  ・・・将来を見据え、成し遂げたいと思うことを抱き、育てながら、そのこと 

          を達成するために努力することである。 

    ◆ 頼もしい・・・我が国を形成し、支えていく人間として、周囲から心強く思われ、頼りにされ、将来が

楽しみな人間に成長してほしいという願いが込められている。 

一 ゆたかな人間性 

思いやりの心や感動する心、生命を大切にする心、自らを律し、向上心をもって取り組む姿勢等、

人間として生きるために必要な心や感性、態度を身に付けることである。 

二 たくましい心身 

運動ができることだけでなく、健康な体や辛く苦しいことがあっても逃げずに耐え、乗り越えてい

く強い精神力を身に付けることである。 

三 考え、学び合う力 

知識・技能の教え合いに留まらず、考える力を育て、他者とともに学ぶ力を身に付けることであ

る。特に、生徒が互いに見習うべき存在として切磋琢磨する姿勢を育てる。 

 

＊ 本校学校だより「ゆ た か」となっている 

 

（２）南中学校のキャッチフレーズ 

じりつ ＝ 自立・自律 

   自立・・・親や教師などの人や物に頼ることなく独り立ちしていること 

（１学年～２学年） 

   自律・・・自分で考え、自身をコントロールできること（２学年～３学年） 

 

   ⇒ 最終目標は、自らの力で幸福な人生を歩むことができるようにする 

志高く頼もしい南中学校の生徒 

一 ゆたかな人間性 二 たくましい心身 三 考え、学び合う力 



２ 目指す学校像、教師像、生徒像等 

（１）キーワード 

 

 

・ 昨年度のキーワード【共鳴】では、発信、受け取る力、響きあう環境を培っていくことを柱とした

教育活動を行ってきた。今年度は、響きあいをさらに、生徒、教師、保護者、地域の方々の強み

やよさを合わせ、協力し合い、共に学び、成長していく学校でありたいという意味を込め 

【共創】とした。 

 

① ちからを合わせる（仲間とともに味わう達成感） 

② それぞれの得意なことやアイデアを出し合う（多様な意見の融合） 

③ 新しいものを一緒に作り出す（クリエイティブの構築） 

④ みんなで学び、成長する（一体感） 

                             ↓ 

一人一人が主役であり、自らの人生を自分の手で切り開く力を育成できる学校づくり 

                

（２）目指す学校像 

生徒が「主役」 ～ 「一人ひとり」を大切に、「つながり」を大切にする学校 ～ 

 

（３）目指す教師像 

①自らの人間性を磨き、信頼される教師 

②探究心を持ち、授業改善し続ける教師 

③一人一人の生徒の気持ちを尊重し、生徒と共に歩む教師 

④SOSを見逃さず、スピード感をもって適切な判断力で対応できる教師（危機管理） 

 

（４）目指す児童生徒像 

○ 自ら考え、主体的に取り組む児童生徒（知）  

○ 自己を律し他人を思いやれる児童生徒（徳）  

○ 心身ともに健康でたくましい児童生徒 （体） 

 

 

 

 

 

共創 



３ 学校経営方針（５領域） 

（１）個別最適な学びと協働的な学びの一体化に向けた教育課程の工夫 

（年間指導計画、各教科等、指導と評価） 

    ・見通しと振り返りのある授業づくりをとおして、生徒が「わかった・できた」を実感できる授業展開の

工夫を行う。 

・ＩＣＴを積極的に活用した授業展開を行う（学校課題と連携）。 

・多様な学習方法（探究学習、プロジェクト学習等）を積極的に授業に導入する。 

・教師がファシリテーターとなる生徒主体の対話型授業の展開を行う。 

（２）基本的生活習慣の確立と社会の一員として責任ある行動がとれる生徒の育成 

（「じりつ＝自立・自律」、人権教育（いじめ撲滅を含む）、ダイバーシティ教育） 

・時、場に応じて、自分で考え行動できる生徒を育成する。 

    ・教師、生徒自ら人権、多様性について考え、広く的確な判断をもつ力を醸成する。 

（３）たゆまぬ研鑽に努め、教職員の力を結集した指導体制の確立 

    （見通しと振り返りのある授業づくり ICT端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの推進、 

人権教育、生徒指導、教育相談） 

・職員自ら自己研鑽に励み、教師としての資質向上と指導力向上に努める。 

・「チーム南中」の一員として互いを認め、尊重し合い、課題解決に向けて結集できる教職員集団を

確立する。 

（４）安心・安全な学校づくりの推進 

 （ユニバーサルデザイン、施設安全点検、メディアリテラー） 

・ユニバーサルデザインを意識し、学習環境をつくる。 

・校内外の整理整頓・環境保全・施設設備の点検を充実させ、安心・安全な学校をつくる。 

・メディアリテラシー教育を推進し、情報モラルの向上をはかる。 

（５）保護者、地域に開かれた学校づくり 

（防災教育・進路指導・キャリア教育、Webサイト更新） 

・地域の学校として、地域とともに育ち、信頼と協力を仰げる教育の展開をする。 

・高等学校や大学との連携による進路指導・キャリア教育を推進する。 

・Webサイト更新を計画的に行い、確かな信頼関係を構築する。   

 

４ 本年度の教育指導の重点目標と努力点 

（１）学習指導「自主的・主体的に学習に取り組む生徒の育成」 

・見通しと振り返りのある授業づくり（生徒の学習意欲を引き出す授業展開の工夫） 

・ICT端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの推進 

・多様な学習方法（探究学習、プロジェクト学習等）の積極的導入 

・教師がファシリテーターとなる生徒主体の対話型授業の展開の工夫 



（２）生徒指導「授業規律、適切な状況判断、自分をコントロール（自律）できる生徒の育成」 

・生徒指導委員会を核とした校内生徒指導体制の確立 

・いじめ・問題行動等へのスピード感ある組織的対応の実践 

・小学校との連携強化、家庭、地域、関係機関との連携・協力 

（３）進路指導・キャリア教育「志を立て、自らの生き方を考える指導の推進」 

・地域の教育資源を有効活用した小・中・高・高等技術専門校・大学との連携 

・３年間を見通した系統的・組織的な進路指導・キャリア教育の推進 

（４）道徳教育 

  じりつ（自立・自律）できる生徒の育成  

○じ 自分も他者も大切にできる生徒 ○り 理想と夢を持ち続ける生徒 ○つ  常に心を磨く生徒 

・道徳的価値の自覚を深め、適切な道徳的行為の実践につなげる指導と生徒の育成 

・学校教育活動全体をとおした道徳教育の展開（各教科等、学校行事） 

（５）総合的な学習の時間 

「探究的な見方や考え方を働かせ、課題解決能力を高める指導の充実」 

・SDGs等の特色ある教育活動を生かした年間指導計画の作成と実践 

・体験的な活動を通して課題解決能力を高め、思考力・判断力・表現力等の育成 

・国際理解教育、ボランティアとの関連 

（６）特別活動「生徒が主体的に活動する特別活動の推進」 

・生徒会活動の充実強化 

・学級活動における話合い活動の意図的・積極的な実施 

・学校の創意工夫（健康・安全・人権教育等）を生かした効果的な年間計画と行事の実践 

（７）教育相談「生徒一人一人の望ましい成長と自己実現への支援の充実」 

・日常の教育活動全般をとおした教育相談体制の確立と相互の連携の充実 

（ミニケース会議、特別支援教育委員会との連携） 

・さわやか相談員（室）やＳＣ、関係機関との連携による支援体制の充実 

・スペシャルサポートルームの活用 

（８）体育・健康教育「生涯にわたって自己の健康と体力の保持増進に努める生徒の育成」 

・運動の特性を味わわせる授業展開の工夫・実践及び体力の向上 

・学校保健委員会の機能を活用した健康教育の充実と効果的な実践の推進 

（９）人権教育「人権尊重を教育活動の基本とした教育活動の推進」 

・他者の痛みが分かり、自他を大切にする生徒の育成 

・指導内容や指導法の工夫改善による人権感覚の育成と今日的な課題への対応 

（10）特別支援教育「社会的自立に向け、個々の生徒に応じた指導・支援の工夫改善」 

・通常学級における支援が必要な生徒の把握や情報収集と適切な支援（個別の支援計画、Ａ・Ｂプ

ランの作成） 

・保護者や関係機関との連携による指導計画の作成と支援体制の確立 



（11）情報教育「情報活用能力（情報モラルを含む）の育成」 

・情報通信ネットワークの主体的・効果的な活用を図る学習活動の充実 

・情報の安全利用を踏まえた情報モラル育成のため関係機関や資料の活用 

（12）環境教育「環境問題に関心をもち、自ら解決しようとする態度の育成」 

・自主性を重んじる清掃活動（ピカピカ清掃） 

・ユニバーサルデザインを意識した校内環境の整備と掲示教育の充実 

（13）国際理解教育「グローバル社会に向け、積極的に異文化理解を行う態度の育成」 

・国際社会の一員として、自分たちにできる国際協力・国際貢献に対する意識の醸成 

（総合的な学習の時間（ＳＤＧ‘ｓ）との関連）  

（14）ボランティア・福祉教育「自助・共助・公助を理解し、実践できる態度の育成」 

・ボランティア活動の積極的な推進と新たな活動の場の設定・提供 

・SDGsの視点を生かした地域や関係機関との連携による社会奉仕等の意識の高揚 

（15）学校図書館教育「学校図書館の資料センターとしての活用と読書活動の充実」 

・学校図書館の学習・情報センターとしての機能の充実 

・魅力ある学校図書館づくりと読書活動の充実 

（16）食に関する指導（食育）「食習慣やマナー、感謝の心と自己管理能力の育成」 

・健康教育との関連を図りながら、食に対する正しい知識と意識の高揚 

・給食のマナーや正しい食生活を実践する態度の育成 

５ 学校課題研究等の推進 （令和７・８年度上尾市委嘱研究発表） 

【研究主題】 

 自ら考え、主体的に取り組む児童生徒の育成 

～「学力向上」のために各校の実態に即した学習指導を通して～ 

  ・令和４・５年度に研究をした特別支援教育の継続と小中９年間を見通した教育目標の設定 

 

６ 働き方改革 

  〇日課表変更に伴う計画的な授業時数計画と実施（週２８時間枠での活動）。 

    ５時間授業２回設定に伴う、放課後のゆとり設定 

月平均勤務時間外在校時間４５時間以内に向けた一人ひとりの意識改革と取り組み 

   （スクールサポートスタッフ、ICT支援員の効果的な活用） 

   ICT端末機器の効果的な活用 

  〇２か月先を見た運営委員会、職員会議の提案 

  〇行事検討委員会等を通して、さらなる行事の精選    

 

   ふれあいデー（１７：１５完全退勤）月１回実施と平日１９：３０完全退勤  


